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【背景】 転倒は、骨折の転機 としてだけでな く、そ

の後の寝たきりを惹起 しうる要因として、その回避

の必要性は高 まる一方である。転倒 リスクを予測す

るための身体能力を評価する方法 として、床反力計

上での ジャンプ動作時の下肢筋パ ワー(Pmax)を

指標 とす る評価法が提案されているが、その基礎 と

な るデ ー タを示す必要が ある。本研 究の 目的 は、

Pmaxの 基礎データを収集 し、その特徴 を示す こと

である。

【対象 と方法】N市 の運動指導サポー ター養成教室

に参加 した女性95名(43歳 ～79歳 、平均67.3±6.5歳)

を対象 とした。対象者 は養成教室への自発的申込者

であ り、全員が支障な く日常生活を送っていた。・養

成教室プログラムは事前 ・事後の体力測定および6

回の講座で構成 される。今回は平成22年 度および23

年 度における事前の体力測定デー タを使用 した。測

定項 目は、握力、 膝関節伸展筋 力、Timed　 Up&

Go(TUG)、 背 筋力 とした。Pmaxの 測 定は床 反力

計上で行い、できるだけ高 く垂直に飛び上がるよう

指示 した。

【結果】95名 のうちデータ欠損のない93名 が解析対

象 となった。各測定項 目の平均値 は、握力26.2±4.1

kg、 膝 関節伸展筋力1.43±0.48Nm/kg、TUG5.1±

0.5秒、背筋力53.7±16.5kg、Pmax27.3±4.6W/kg

で あ った。Pmaxと 他 の測定項 目との相 関は、年齢

ｒ=-0 .579(p<0.01)、 握 力rｒ=0.385(p<0.01)、 膝

関節 伸 展 筋 力r=0.355(p<0.01)、TUGr=-0.603

(p<0.01)、 背 筋力r=0.355(p<0.01)で あった。

【考察】 運動習慣のある50歳 ～79歳 の地域在住者172

名 を 調査 した報告 では、女性92名 のPmaxは27.6±

5.9Vtt/kgで あ り、本研究対象 とした運動指導サポー

ター養成教室に参加 した女性の下肢筋パワーは、運

動習慣のある方と同程度であることが示された。ま

た、Pmaxは 筋 力値 よ りもTUGと の 相関が強 く、複

合動作 としての評価の側面 を有 していることを示唆

する結果であった。


